
７男３⼥のお⺟さん 岸信⼦さんの講演会を開催しました！

くまもと「親の学び」プログラムについて
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 １１⽉８⽇（⾦）に岸信⼦さんをお招きして、講演会を⾏いました。岸さんは７男３⼥１０⼈のお

⺟さんで、２０年以上前からテレビに出ていらっしゃいます。テレビで⾒たことがある⽅も多くいら

っしゃるかと思いますが、とっても笑顔がチャーミングでテレビで⾒たままの温かく素敵な⽅でし

た。今回は、「どうせやるなら」という演題でご講演いただき、笑いあり涙ありの楽しい講演会でし

た。講演後は、参加者から岸さんへ質問コーナーということで、2名の⽅に質問をいただき、岸さん

は質問に真摯に答えてくださいました。岸さん、貴重なお時間をありがとうございました。そして、

保護者の皆様、教職員の皆様、お忙しい中ご参加いただきありがとうございました！

 みなさん、くまもと「親の学び」プログラムってご存じですか？くまもと「親の学び」プログラム

とは、家庭教育や⼦育てについて学び、保護者同⼠のつながりをつくる参加体験型の学習プログラム

です。⼦育てのポイントを⾝近な話題から楽しく学んでもらうことを⽬的としており、参加者同⼠の

話し合いや振り返りなどを通じて学びます。トレーナーが出向いて、各学校、PTA、幼稚園や保育

園、⼦育てサークルなど、保護者が集まるさまざまな機会に講座を開催しています。⼋代市⽣涯学習

課には、元教師である２名のトレーナーが在籍しており、参加者が楽しんで学んでいただけるプログ

ラムを⾏います。ぜひ、ご活⽤ください！詳しくは⼋代市⽣涯学習課（0965-30-1115）までお問い

合わせください。



 ⼦育てをしていると、「⼦どもにはこんな⾵に育ってほしい」と、想像すると思います。親が

想像するのは⾃由ですし、理想を持つのも当たり前なことですね。ですが、親の理想が⾼すぎる

あまりに、⼦どもに親の考えを押し付けてしまうのはどうでしょうか。ここで、現在97歳で現

役保育⼠の⼤川繁⼦さんの本の⼀部を紹介します。

・⼦どもが⼼ゆくまで、満⾜するまで打ち込ませましょう

 ⼦どもたちは、⼀⼈ひとり違う敏感期を持ってます。まっすぐ成⻑し、その分野の⼒をぐんと

伸ばすために不可⽋な段階。ですから、どうかそのこだわりをワガママだと捉えないでください

ね。まずは⼦どもの欲求を気持ちよく認めてあげましょう。

・あとで伸びる⼦は、今を満喫している

 ⼦どもが⼩さいうちは、⼤⼈にとってわかりやすい「教育」を詰め込む必要はない。それよ

り、⾃分が選んだことに没頭する経験を、できるだけたくさん積ませたい。この経験こそが⼤⼈

になって、⾃分がほんとうに没頭したいものを⾒つけた時のエネルギーになると信じています。

・決めるのは⼦ども。⼤⼈は「決めるための材料」を伝えるだけ

 その⼦に関することは、その⼦⾃⾝に決める権利があります。私たち⼤⼈の仕事は、「決める

ための材料」を与えることだけ。そして、⼦どもが決めたことには⼝出し無⽤です。

・ヒントを出して、あとは「⾃分で考えてね」

 ⾃由に⽣きるためには、考える⼒が不可⽋です。だから、⾃分で考えて、どうするか⾃分で決

めてもらうのです。

・話し合いの経験が問題解決能⼒を伸ばす

 親が決めたルールを⼦どもに守らせるのではなく、⼀緒にルールを決めてみてはいかがでしょ

うか。

 まだまだ素敵な⾔葉はたくさんありますが、ここでは紹介しきれませんので、ぜひ本を読んで

みてください。そして、親は⼦どものサポーターとして⾒守ってみてくださいね。
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「⾃由に⽣きる⼒」を

育てるために

 ⼤家族の番組が昔から好きでよく⾒て
いました。岸さん⼀家がテレビに映る
と、必ずと⾔っていいほど⾒ていたの
で、最初にお電話で依頼をさせていただ
いたときには、「岸さんとお話して
る！」と緊張で⼿が震えてしまいまし
た。初めてお会いしたときには、温かい
お⼈柄にますますファンになりました♪

参考⽂献
「９２歳の現役保育⼠が伝えたい

親⼦で幸せになる⼦育て」
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